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く劣化するという問題がある。また，高強度化，厚肉化に
対しては，炭素当量（Ceq
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に示す。トランスバルクヘッドにおいては，船底から上部
に向かって板厚を薄くする必要がある。従来は，軽量化を
図るべく，応力が小さくなるにつれて板厚が薄くなるよ
う，Fig. 8 (a)軽8/ 1 000May 2000
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